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授

八
嶋

厚

七
月
豪
雨
災
害
の
所
見
を
書
く
よ
う
に
と
の
依
頼
を

受
け
、
こ
こ
で
は
岐
阜
県
下
呂
市
で
発
生
し
た
大
規
模

道
路
崩
壊
に
つ
い
て
、
簡
単
な
所
見
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
七
月
八
日
六
時
三
〇
分
に
岐
阜

県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
七
月
三
日
～
八
日

九
時
〇
〇
分
に
か
け
て
の
連
続
雨
量
が
最
寄
り
の
下
呂

市
萩
原
観
測
所
で
七
三
九
．
五
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。

飛
騨
川
は
、
下
呂
市
萩
原
町
上
呂
観
測
所
で
、
最
大
水

位
七
．
三
八
ｍ
（
氾
濫
危
険
水
位
五
．
四
〇
ｍ
）
を
記

録
し
ま
し
た
。

国
道
四
一
号
は
、
名
古
屋
市
を
起
点
と
し
て
、
岐
阜

県
内
の
下
呂
市
・
高
山
市
な
ど
を
経
て
富
山
県
富
山
市

に
至
る
約
二
五
〇
㎞
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
東
海
・
北

陸
両
経
済
圏
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
部
内
陸

地
帯
の
開
発
を
促
進
し
、
中
部
圏
の
一
体
的
発
展
に
寄

与
す
る
重
要
路
線
で
す
。

下
呂
市
小
坂
町
門
坂
で
は
、
降
り
続
い
た
大
雨
の
影

響
で
飛
騨
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
七
月
八
日
に
川
沿
い

を
通
る
国
道
が
約
五
〇
〇
ｍ
に
渡
り
崩
壊
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
道
と
並
走
す
る
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
も
運
休
す
る

な
ど
飛
騨
地
域
の
観
光
・
物
流
等
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

八
嶋
は
、
崩
壊
翌
日
の
七
月
九
日
に
現
地
入
り
し
ま

し
た
。
崩
壊
地
高
山
側
（
北
側
）
歩
道
よ
り
下
呂
側

（
南
側
）
を
臨
ん
だ
写
真
を
示
し
ま
す
。
被
災
直
後
に

も
関
わ
ら
ず
、
崩
壊
し
た
盛
土
断
面
か
ら
湧
水
や
滲
み

出
し
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
路
盛
土

部
の
崩
壊
は
、
盛
土
擁
壁
前
面
の
流
速
の
増
加
と
河
床

低
下
の
影
響
に
よ
り
、
擁
壁
下
部
が
変
状
し
、
傾
い
た

擁
壁
に
大
き
な
流
体
力
が
作
用
し
て
、
擁
壁
が
不
安
定

と
な
っ
て
、
沈
下
・
傾
倒
し
、
一
部
流
出
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

通
行
止
め
の
早
期
解
消
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
大

型
土
の
う
を
採
用
す
る
な
ど
、
短
期
間
で
交
通
機
能
を

回
復
す
る
工
法
で
応
急
復
旧
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
発
災
か
ら
約
一
か
月
後
の
八
月
一
七
日
に
片
側

交
互
通
行
で
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
引
き
続
き
、
本
復
旧
（
二
車
線
確
保
）
に
向
け

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
過
程
に
お
い
て
、
従
来
の
災
害
復
旧
と
は

異
な
る
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。
応
急
復
旧
で
利
用
さ

れ
る
大
型
土
の
う
な
ど
は
、
本
復
旧
の
際
に
は
、
い
っ

た
ん
撤
去
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
復
旧
断
面
が
構
築
さ
れ

ま
す
。
本
被
災
地
で
は
、
応
急
復
旧
断
面
を
構
成
す
る

多
く
の
構
造
体
は
、
本
復
旧
断
面
に
お
い
て
も
残
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
能
登
半
島
地
震
（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ

る
能
登
半
島
道
路
盛
土
復
旧
や
駿
河
湾
震
源
地
震
（
二

〇
〇
九
年
）
に
よ
る
東
名
高
速
道
路
牧
之
原
盛
土
復
旧

に
お
い
て
も
、
応
急
復
旧
で
用
い
ら
れ
た
大
型
土
の
う

が
、
本
復
旧
盛
土
に
お
い
て
残
置
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
応
急
復
旧
ま

で
の
過
程
に
お
い
て
、
「
被
災
原
因
の
詳
細
調
査⇛

リ
ス

ク
評
価⇛

対
策
法
の
設
計
」
フ
ロ
ー
の
迅
速
な
実
施
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

構
造
物
修
復
工
法
研
究
会
は
、
会
員
各
社
が
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
構
造
物
修
復
の
工
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く

共
有
し
、
迅
速
な
災
害
復
旧
の
対
応
を
可
能
に
す
る
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
「
修
復
」
と
は
元
通

り
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
壊
れ
た
も
の
を
再
び

使
え
る
よ
う
に
す
る
「
修
理
・
修
繕
」
と
は
明
ら
か
に

異
な
っ
て
い
ま
す
。
元
通
り
に
す
る
と
は
、
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

構
造
物
所
有
者
の
中

に
は
、
元
通
り
の
機
能
が
あ
れ
ば
十
分
と
考
え
ら
れ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
将
来
起

こ
り
う
る
地
震
や
豪
雨
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
十
分
軽
減

で
き
る
こ
と
を
「
必
要
」
と
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。

先
に
紹
介
し
た
国
道
四
一
号
の
応
急
復
旧
は
、
後
者

の
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
迅
速
な
災
害
復

旧
対
応
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
被
災
原
因
の
詳
細
調
査
と
地
盤
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
将
来
の
危
険
を
考
え
る
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら

の
リ
ス
ク
情
報
を
構
造
物
の
所
有
者
に
提
示
し
た
う
え

で
、
所
有
者
の
判
断
と
行
動
（
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す

る
の
か
）
を
促
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

大
規
模
な
土
木
構
造
物
で
は
、
応
急
復
旧
工
法
を
選

定
す
る
ま
で
に
、
あ
る
程
度
の
時
間
的
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
地
震
や
豪
雨
に
よ
っ
て
沈
下
も
し
く
は
傾

い
た
戸
建
て
住
宅
な
ど
の
修
復
に
関
し
て
は
、
地
盤
情

報
に
基
づ
い
た
被
災
原
因
の
特
定
に
要
す
る
時
間
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
盤
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
わ
が
家
を

地
盤
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
地
盤

災
害
リ
ス
ク
評
価
事
業
の
基
本
的

な
流
れ
（
認
知
～
判
断
～
行
動
）

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実

際
の
地
盤
調
査
例
も
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

構
造
物
所
有
者
に
迅
速
な
災
害

復
旧
対
応
を
お
約
束
す
る
研
究
会

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
将
来
の
リ
ス

ク
低
減
に
つ
い
て
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
行

構
造
物
修
復
工
法
研
究
会

本
部
・
東
日
本
支
部
（
太
洋
基
礎
工
業
㈱
内
）

東
京
都
品
川
区
南
大
井
町
五
ー
二
七
ー
一
七

℡
〇
三
ー
三
二
九
八
ー
三
三
四
四

研
究
会
だ
よ
り

中
日
本
支
部
（
太
洋
基
礎
工
業
㈱
内
）

名
古
屋
市
中
川
区
柳
森
町
一
〇
七

℡
〇
五
二
ー
三
〇
四
ー
八
八
二
〇

西
日
本
支
部
（
太
洋
基
礎
工
業
㈱
内
）

大
阪
府
高
槻
市
五
領
町
二
〇
ー
八

℡
〇
七
二
ー
六
六
九
ー
〇
一
三
一

株
式
会
社

テ
ノ
ッ
ク
ス

執
行
役
員

施
工
技
術
本
部

副
本
部
長

又
吉

直
哉

日
頃
よ
り
構
造
物
修
復
工
法
研
究
会
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
僭

越
な
が
ら
、
前
号
の
奥
田
克
実
会
長
に
続
い
て
、
当
職
か

ら
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

当
研
究
会
は
昨
年
一
〇
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
総
会
か
ら
早
い
も
の
で
、
来
月
末
に
は
一
年
を
迎
え
ま

す
。
今
年
度
の
期
初
計
画
で
は
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た

行
事
を
企
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
に
と
も
な
い
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

理
事
会
や
通
常
総
会
が
書
面
開
催
に
よ
る
決
議
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
延
期
さ
れ
て
い
た
工
法
勉
強
会
が
、

去
る
九
月
八
日
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
リ
モ
ー
ト
ア

プ
リ
を
用
い
て
実
現
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
生
憎
、
当
職
は
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

事
務
局
か
ら
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
当
日
は
様
々
な
沈

下
修
復
に
係
わ
る
工
法
技
術
の
紹
介
と
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ

技
術
の
施
工
手
順
や
そ
の
見
積
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

（
沈
下
修
復
作
業
に
と
も
な
う
与
条
件
か
ら
施
工
計
画
ま

で
）
を
参
加
者
が
聴
講
さ
れ
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
の
同
技
術
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
中
旬

に
は
西
日
本
支
部
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
場
見
学
会

が
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
当
研
究
会
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
徐
々
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
も
若
干
触
れ
ま
し
た
が
、
昨
今
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
日
常
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施

さ
れ
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
ア
プ
リ
の
急
速

な
普
及
に
よ
っ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
画
面

越
し
に
会
議
を
行
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
同
士
で
は
リ
モ
ー
ト
飲
み
会

な
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
元
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
も
接
続
で
き
る
た
め
、
非
常
に
便

利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
難

い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
否
め
な
い
よ
う
で
す
。
と
は
言

え
、
大
人
数
で
行
う
規
模
の
会
議
や
勉
強
会
に
は
大
い
に

適
し
た
ツ
ー
ル
と
言
え
ま
す
ね
。

引
き
続
き
、
当
研
究
会
の
運
営
に
尽
力
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長
挨
拶

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社

顧
問

豊
住

満

機
関
誌
研
究
会
だ
よ
り
、
工
法
研
究
会
発
足
提
案
者
と

し
て
原
稿
依
頼
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
連
日
の
猛
暑
に

ビ
ー
ル
は
ど
ん
ど
ん
空
け
ら
れ
る
の
に
ペ
ン
を
持
て
な
い
。

夏
負
け
暑
さ
負
け
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
局

よ
り
九
月
一
五
、
一
六
日
徳
島
の
現
場
見
学
会
の
案
内
状

を
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
だ
と
気
を
取

り
直
し
て
ペ
ン
を
持
ち
ま
し
た
。

ペ
ン
を
持
っ
た
も
の
の
筆
は
進
ま
ず
、
気
力
も
相
当
な

え
て
き
て
い
る
。
気
力
、
体
力
要
注
意
、
黄
信
号
か
ら
赤

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
少
し
ビ
ー
ル
を
減
ら
そ
う
か
余

分
な
事
を
記
し
た
反
省
文
か
ら
原
稿
に
向
か
い
ま
し
た
。

記
録
的
な
大
雨
で
道
路
が
崩
壊
し
復
旧
が
進
め
ら
れ
て

い
る
岐
阜
県
下
呂
市
と
高
山
市
の
被
災
地
を
七
月
一
六
日

（
木
）
建
設
人
と
し
て
少
し
は
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な

い
か
と
当
会
の
メ
ン
バ
ー
様
と
現
調
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

被
害
状
況
は
、
思
っ
た
よ
り
大
き
く
被
災
さ
れ
た
方
の
事

を
思
う
と
心
が
曇
り
ま
し
た
。
中
に
は
起
こ
る
べ
く
し
て

発
生
し
た
被
災
家
居
も
見
受
け
ら
れ
た
。
本
流
に
合
流
す

る
支
流
の
川
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
。
大
雨
が
降
れ
ば

水
嵩
を
増
し
た
本
流
に
合
流
で
き
な
く
な
っ
た
支
流
の
水

は
当
然
行
き
場
を
失
う
。
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
の
想

定
は
な
ぜ
考
え
な
か
っ
た
の
か
。
こ
ん
な
場
所
に
家
を
建

て
る
な
ど
こ
ん
な
簡
単
な
事
が
判
ら
な
い
の
か
私
権
は
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
建
築
を
許
可
し
た
行
政
と

か
建
築
を
請
け
負
っ
た
業
者
に
こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
と
憤
り
さ
え
感
じ
ら
れ
た
現
場
行
で
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で
医
療
従
事
者
の
活
躍
が
社
会
で
好
評

価
を
得
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
我
が
建
設
業
も
人
を

守
る
建
設
人
と
し
て
評
価
さ
れ
る
時
が
近
づ
い
て
い
る
と

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
崩
落
し
た
国
道
四
一
号
線
の
復
旧

作
業
が
八
月
一
八
日
の
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
れ
れ
て

い
ま
し
た
。
復
旧
工
事
は
二
四
時
間
体
制
で
進
め
ら
れ
四

〇
日
ぶ
り
に
仮
設
道
路
通
行
可
能
。
作
業
を
進
め
る
作
業

者
に
対
岸
の
住
民
が
二
四
時
間
あ
り
が
と
う
の
文
字
を
張

り
出
し
感
謝
を
示
す
。
そ
の
張
り
紙
に
作
業
中
も
雨
が
降
っ

て
増
水
す
る
難
工
事
に
、
時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
張
り
紙
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
励
ま

さ
れ
目
標
よ
り
二
週
間
早
く
完
成
。
返
礼
に
作
業
員
た
ち

は
「
あ
り
が
と
う
を
あ
り
が
と
う
！
」
と
書
い
た
横
断
幕

を
対
岸
に
向
け
て
標
示
。
建
設
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
嬉

し
く
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
各
位
健
康
第
一
、

安
全
第
一
で
こ
の
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
私
も
気
力
、

体
力
を
整
え
て
猛

暑
、
酷
暑
を
乗
り

越
え
ま
す
と
結
び

ま
す
。

対
岸
に
住
む
方
か

ら
作
業
員
へ
の
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

工
事
が
終
わ
っ
て

勇
気
を
与
え
て
下

さ
っ
た
対
岸
の
方

へ
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
二
枚
の
微
笑

ま
し
い
写
真
を
メ

ン
バ
ー
各
位
と
楽

し
み
た
い
と
紹
介

し
ま
し
た
。

（
中
日
新
聞
社提

供
）

相
談
役
挨
拶

技
術
顧
問
よ
り

当
研
究
会
カ
タ
ロ
グ
・
封
筒
等
希
望
あ
れ
ば
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
狭
小
地
・
低
空
頭
の
現
場

の
相
談
も
承
り
ま
す
。

ＮＰＯ法人地盤災防ネットワーク

URL: http://www7a.biglobe.ne.jp/
～wagayanobousai/index.html

http://www7a.biglobe.ne.jp/
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株
式
会
社

ム
ラ
ア
ー
カ
ム

℡

０
５
６
７
ー
５
５
ー
３
１
１
１

長
野
油
機
株
式
会
社

℡

０
４
５
ー
９
３
４
ー
２
５
５
５

三
和
機
材
株
式
会
社

℡

０
３
ー
６
８
９
１
ー
３
４
５
６

株
式
会
社

Ｋ
Ｇ
フ
ロ
ー
テ
ク
ノ

℡

０
３
ー
６
４
０
２
ー
５
４
８
０

賛
助
会
員

大
栄
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

℡

０
７
４
７
ー
３
２
ー
８
３
０
０

株
式
会
社

三
東
工
業
社

℡

０
７
７
ー
５
５
３
ー
１
１
１
１

西
日
本
支
部

株
式
会
社

山
下

℡

０
５
９
６
ー
６
５
ー
０
１
０
１

株
式
会
社

タ
ケ
モ
ト

℡

０
５
６
２
ー
３
４
ー
３
８
８
４

勢
州
建
設
株
式
会
社

℡

０
５
９
ー
３
８
２
ー
５
５
７
７

株
式
会
社

グ
ラ
ン
テ
ッ
ク

℡

０
７
６
６
ー
９
１
ー
６
１
１
１

中
日
本
支
部

株
式
会
社

テ
ノ
ッ
ク
ス

℡

０
３
ー
３
４
５
５
ー
７
７
９
２

株
式
会
社

江
機

℡

０
３
ー
３
８
５
７
ー
９
８
７
０

東
日
本
支
部

日
邦
電
機
株
式
会
社

℡

０
６
ー
６
４
５
２
ー
１
１
１
８

ソ
ー
ダ
ニ
ッ
カ
株
式
会
社

℡

０
５
２
ー
５
６
１
ー
９
４
２
１

株
式
会
社

三
興
商
会

℡

０
６
ー
６
５
３
８
ー
３
６
７
１

株
式
会
社

ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス

℡

０
５
２
ー
７
９
８
ー
９
９
０
１

株
式
会
社

南
陽
建
設

℡

０
９
６
７
ー
６
７
ー
０
０
２
４

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社

大
阪
支
店

℡

０
７
２
ー
６
６
９
ー
０
１
２
６

株
式
会
社

ケ
ン
シ
ン
テ
ク
ノ

℡

０
８
９
ー
９
７
６
ー
６
４
４
４

有
限
会
社

堀
建
設
工
業

℡

０
７
６
６
ー
２
５
ー
３
３
１
９

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
支
店

℡

０
５
２
ー
３
６
２
ー
６
３
５
２

株
式
会
社サ

ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

℡

０
７
７
６
ー
８
３
ー
１
８
０
２

株
式
会
社ア

ッ
プ
ル
ハ
ウ
ス

℡

０
５
２
ー
７
２
６
ー
５
２
４
６

横
浜
ラ
イ
ト
工
業

株
式
会
社

℡

０
４
５
ー
３
５
５
ー
５
５
０
０

太
洋
基
礎
工
業
株
式
会
社

東
京
支
店

℡

０
３
ー
５
７
５
３
ー
１
２
９
１

有
限
会
社

Ｋ
工
業

℡

０
２
４
ー
５
６
３
ー
７
７
４
５

研
究
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
会
員
同
志
で
の

協
業
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
目
指
し
、
紙
面
に
て
順

次
会
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
気
に
な
る
技
術

や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
紹
介
協
会
員
の
担
当
者
へ

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

株
式
会
社
三
東
工
業
社

代
表
取
締
役
社
長

奥
田
克
実

住
所
（
本
社
）

〒
五
二
〇
ー
三
〇
二
二

滋
賀
県
栗
東
市
上
鈎
四
八
０
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
七
ー
五
三
三
ー
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
ー
五
五
三
ー
三
〇
〇
〇

住
所
（
本
店
）

〒
五
二
九
ー
一
八
一
一

滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
江
田
六
一
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
四
八
ー
八
二
ー
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
八
ー
八
二
ー
一
一
一
四

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p

：
／
／w

w
w

.s
a
n
t
o

.

c
o

.j
p

証
券
コ
ー
ド

１
７
８
８

営
業
種
目
・
所
属
団
体
等

設
計
監
理

一
級
建
築
士
事
務
所

不
動
産
取
扱

宅
地
建
物
取
引
業
者

地
下
特
殊
工
法

Ｊ
Ｓ
Ｔ
工
法

Ｃ
Ｃ
Ｃ
工
法

Ｔ
Ｒ
Ｄ
工
法
（
地
中
連
続
壁
工

・
地
中
控
え
護
岸
工
法
・

気
泡
掘
削
工
法
）

ヒ
ロ
ー
ワ
ー
クK

m
i
g
h
t
y

工
法

土
木
特
殊
工
法

Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
（
管
路
更
正
工
法
）

Ｃ
Ｃ
ｂ
工
法
（
後
施
工
せ
ん
断
補

強
鉄
筋
工
法
）

（
一
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
員

（
一
社
）
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
会
員

当
社
は
六
六
年
前
、
一
九
五
四
年
に
滋
賀
県
甲
賀
市

信
楽
町
で
創
業
し
た
土
木
・
建
築
・
舗
装
・
地
盤
改
良

工
事
な
ど
を
行
う
総
合
建
設
業
で
す
。

「
環
境
負
荷
の
少
な
い
生
産
シ
ス
テ
ム
へ
転
換
を
求
め

ら
れ
る
中
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
向
け
て
、
滋
賀
が
目

指
す
『
低
炭
素
社
会
の
実
現
お
よ
び
琵
琶
湖
環
境
の
再

生
』
に
挑
戦
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
経
営
方
針
の
一
番

目
に
掲
げ
、
滋
賀
県
が
抱
く
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
と
称
え
ら

れ
る
琵
琶
湖
の
環
境
を
守
る
べ
く
、
多
方
面
か
ら
の
配

慮
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
年
一
月
に
は
「
三

東
工
業
社
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
宣
言
」
を
行
い
、
一
七
の
目
標
の

内
一
〇
の
目
標
を
掲
げ
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

地
下
部
門
に
お
い
て
過
去
に
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
、
阪
神
高
速
大
和
川
線
常
盤
工
区
、
羽
田
空
港
、
明

石
駅
前
再
開
発
な
ど
、
当
社
得
意
と
す
る
特
殊
工
法
を

駆
使
し
、
数
多
く
の
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。

一
方
建
築
部
門
で
は
日
本
国
内
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
木
造
建
築
の
研
究
と
普
及

を
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
二
月
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
施

工
し
た
当
社
の
信
楽
本
店
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

在
来
の
も
の
、
新
し
い
も
の
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
生

か
し
な
が
ら
環
境
保
全
に
配
慮
、
地
域
貢
献
す
る
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
ず
、
創
業
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
日
々

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
紹
介

Ｗ
Ｅ
Ｂ
勉
強
会
開
催
日

令
和
二
年
九
月
八
日

一
〇
：
〇
〇
～一

一
：
三
〇

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
、
沈
下
修
復
の
工
法
と
そ
の
特
徴

二
、
沈
下
修
復
工
法
の
施
工
手
順

三
、
見
積
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

四
、
質
疑
応
答
な
ど

五
、
副
会
長
挨
拶

設
立
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
勉
強
会
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
延
期
し
な
が
ら
時
機

を
う
か
が
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
希
望

の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し

総

勢
二
四
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
田
西
日
本

支
部
事
務
局
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
沈
下
修
復
の
工

法
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
工
法
別
に
単
価
や
工
期
な
ど

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
米
村
本
部
事
務
局
よ
り
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
東
日
本
支
部
鍋
嶋
事
務
局
よ
り
、

乗
込
み
時
で
の
養
生
例
な
ど
、
沈
下
修
復
工
法
の
施
工

手
順
に
つ
い
て
詳
し
い
実
物
件
の
写
真
を
交
え
な
が
ら

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
中
日
本
支
部
の
松
尾
事
務
局
よ
り
、

見
積
す
る
際
で
の
現
地
の
建
物
の
変
状
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
や
聞
き
取
り
調
査
ポ
イ
ン
ト
な
ど
現
地
調
査
で

必
要
な
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
質
疑
応
答
は
、

短
い
時
間
で
あ
り
ま
す
が
、
興
味
を
持
っ
て
望
ん
で
頂

き
ま
し
た
の
で
、
多
数
の
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
最
後

に
永
井
副
会
長
に
近
年
の
災
害
が
あ
る
中
で
こ
の
研
究

会
が
展
開
す
る
工
法
は
有
意
義
で
あ
る
と
の
話
を
頂
き
、

閉
会
と
し
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
こ
の
様
な
形
で
、

勉
強
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な

催
し
事
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が
標
準
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま

す
。
移
動
時
間
が
な
く
な
り
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
な

ど
良
い
点
も
あ
る
ま
す
の
で
、
今
後
の
開
催
も
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

見
学
会
開
催
日

令
和
二
年
九
月
一
五
日
、
一
六
日

現
場
概
要

・
工
事
期
間

令
和
二
年
七
月
二
〇
日
～
一
〇
月
二
〇
日

・
工
事
件
名

Ｓ
様
邸

膨
張
に
よ
る
修
復
工
事

・
工
事
場
所

徳
島
県
徳
島
市
川
内
町
地
内

・
工
事
内
容

耐
圧
版
（
ソ
イ
ル
バ
ッ
グ
併
用
）
工
法

嵩
上
げ
鋼
管

φ
五
〇
八
㎜

箇
所
数

基
礎
下
七
〇
箇
所

土
間
下
七
五
箇
所

今
回
の
見
学
会
は
、
発
注
者
の
方
に
無
理
を
言
っ
て
、

少
人
数
と
近
県
か
ら
の
み
の
条
件
で
見
学
を
承
諾
頂
き

ま
し
た
。
徳
島
の
た
め
、
西
日
本
支
部
の
会
員
様
対
象

と
し
、
な
お
か
つ
二
日
間
に
分
散
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

対
象
建
物
は
、
一
〇
年
ほ
ど
前
に
田
ん
ぼ
に
一

.
五

ｍ
ほ
ど
し
た
盛
土
が
膨
張
、
建
物
の
レ
ベ
ル
に
変
状
を

も
た
ら
し
、
修
復
が
必
要
と
な
っ
た
現
場
で
ご
ざ
い
ま

す
。
道
路
路
盤
材
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
製
鋼
ス
ラ
グ

を
盛
土
材
に
し
て
お
り
、
そ
の
製
鋼
ス
ラ
グ
に
含
ま
れ

る
未
溶
解
の
状
態
で
残
留
し
た
Ｃ
ａ
Ｏ
と
雨
水
等
の
水

分
と
水
和
反
応
を
起
こ
し
て
膨
張
を
引
き
起
こ
し
た
と

推
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
建
物
下
は
、
雨
水
等
も
年
月

を
か
け
徐
々
に
に
流
入
し
た
た
め
、
変
状
も
徐
々
に
起

こ
り
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
は
、
こ
の
膨
張
の
原
因
と

な
る
ス
ラ
グ
を
全
撤
去
し
、
レ
ベ
ル
調
整
後
、
埋
戻
し

作
業
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

層
厚
約
一
ｍ
、
三
二
〇
㎥
の
ス
ラ

グ
の
撤
去
作
業
や
膨
張
で
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
た
建
物
を
下
げ
る
大
変

さ
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
、
撤
去
九

〇
％
完
了
し
て
い
る
基
礎
下
は
圧

巻
で
、
見
学
者
方
は
、
驚
愕
し
て

お
り
ま
し
た
。
後
に

研
修
会
場
へ
移
動
し

技
術
的
な
説
明
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
も

可
能
な
限
り
、
見
学

会
も
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
勉
強
会開

催

西
日
本
支
部

現
場
見
学
会


